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東・東南アジア地域における地質情報

総合データベースの構築

CCOP 地質情報総合共有プロジェクト

CCOP Geoinformation Sharing Infrastructure for 
East and Southeast Asia (GSi) Project

産総研 活断層火山研究部門

宝田晋治

2020年1月28日〜29日 研究集会「固体地球科学データの相互利用・統合解析に関する諸問題」
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国際標準とオープンソースシステムにより，CCOP
各国の地質情報総合共有システムを構築
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•東･東南アジア地域の各種の地質情報を
共有する総合システムを開発。

•CCOP各国の国立地質調査機関が保有

する地質情報の数値化を促進し、国際標
準形式でウェブ公開。

•東・東南アジア地域の総合的な情報発信
の推進役を果たす。

プロジェクトのポイント
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CCOPとは

東・東南アジア地球科学計画調整委
員会。1966年に、国連アジア太平洋
経済社会委員会の下に設立された。

地球科学分野のプロジェクト、ワーク
ショップなどの推進、調整を行う政府
間機関。持続可能な資源開発、地質
情報の整備、地質災害の軽減、環境
保護のための人材育成、技術移転、
情報交換、組織間の連携を推進して
いる。

2018年10月ＣＣOP総会 (韓国）2017年10月ＣＣOP総会 (フィリピン） 2018年10月ＣＣOP総会 の集合写真
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活動概要・計画 (Phase I)
2015 2016 2017 2018 2019 2020

全体計画

地質情報データの選定

ユーザマニュアル

システム開発・データ掲載

人材育成 (トレーニングコース）

システムデザイン

キックオフ
会合

(タイ）

第1回国際
WS (インド
ネシア）

第2回国際
WS

（ラオス）

第3回国際
WS (マレー
シア）

第4回国際
WS (カン
ボジア）

第5回国際
WS

他の主要プロジェクトとの連携

モバイル版

2018年9月より正式公開開始

これまでに4回の国際ワークショップを開催

Web上で公開
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https://ccop-gsi.org/main/

>770 データ

>15 ポータルサイト検索システム

>60 マップカタログ

ダウンロード

データ登録と編集機能
ポータルサイト作成

2018年9月より正式公開

CCOP地質情報総合共有システム

比較的簡便な手順
により、国際標準
形式でデータ登録

各国ごとやプロジェ
クトごとのポータル
サイトを作成できる
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https://ccop-gsi.org/gsi/gsj_webgis/

日本 産総研地質調査総合センターのポータルサイト

共有システム上の各国ポータルサイト

シームレス地質
図 V2 、 地震震

源域、地震の犠
牲者数、プレー
ト境界を標示

1923年の関東地

震の犠牲者数は，
10.5万人．それら
のうち9万人は火
災が原因
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https://ccop-gsi.org/gsi/kigam1000/

韓国地質資源研究院 (KIGAM)のポータルサイト

韓国25万分の1
地質図を表示

釜山周辺の地質図
活断層も表示

共有システム上の各国ポータルサイト
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https://ccop-gsi.org/gsi/phl_mgb/

フィリピン鉱物地球科学局 (MGB)のポータルサイト

フィリピンの地す
べり災害予測図
を表示

マニラ周辺の地
すべり危険域（赤
色）がひと目で分
かる

共有システム上の各国ポータルサイト
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https://ccop-gsi.org/gsi/thailand/

タイ 鉱物資源局 (DMR)のポータルサイト

タイ全国の高精
度な5万分の1地
質図を表示

タイの出版済みの
すべての5万分の1
地質図、断層情報
が登録されている

共有システム上の各国ポータルサイト
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プロジェクトの目標，期待される成果

地質情報の共有化 地質情報の社会への還元

各種地質情報関連データ
の高度化

東・東南アジア地域の総合
データベースの構築

CCOP各国間の協調化

データアーカイブ化の促進

ユーザーからのアクセス性
の向上

社会に役立つ情報の提供

ハザード・環境・資源関連
情報の提供

各種アウトリーチへの利用
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プロジェクトの目標，期待される成果

国際標準化 各国スタッフの能力向上

相互運用性の向上

国際標準技術(OGC)

オープンソースにより維持
管理が容易

他のプロジェクトとの連携
の促進

各国スタッフへの教育

WebGISやDB構築技術の

普及

講習会やマニュアルによる
技術移転

各国のデータの質の向上
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2015 GSiプロジェクトキックオフ会合(バンコク) 2015 GSiプロジェクトキックオフ会合(バンコク)

2016 第1回国際WS (インドネシア ソロ) 2016 第1回国際WS (インドネシア地質総局局長の挨拶)

キックオフ会合と国際ワークショップ

GSJが主催、出資

し、毎年会合・国
際ワークショップ
を開催、プロジェ
クトに関する議論
や講習会を実施
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2018 第3回国際WS (マレーシア ランカウイ)

2019 第4回国際WS (カンボジア シェムリアップ)

2017 第2回国際WS (ラオス プランパバーン)

2018 第3回国際WS (CCOP議長と事務局長)

国際ワークショップ

GSJが主催、出資

し、毎年会合・国
際ワークショップ
を開催、プロジェ
クトに関する議論
や講習会を実施
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GeoSpatial
Database

WebGISポータル作成
機能

CCOP

Request

New Portal

WebGIS
Portal

Generator

Web Map 
Service 

Generator

Spatial Content Request

Content Content

システムの構造

本システム上で、
プロジェクトごとや
各国ごとのポータ
ルを作成すること
ができる
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データアクセスコントロール

作成中のデータなどについては、データ
アクセスコントロール機能により、関係者
のみが閲覧できる．

データごとに
関係者のみ
公開、一般に
公開、をコン
トロールでき
る
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https://ccop-gsi.org/gsi-mobile/

モバイル版

iPhone、iPad、

アンドロイド
用の閲覧検
索システムを
開発
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各種CCOPプロジェクトのポータルサイト

https://ccop-gsi.org/gsi/groundwater/

CCOPの各種プロジェク

トの成果閲覧のための
ポータルサイト

CCOP地下水プロジェクトのポータルサイト

CCOP各国

の地下水の
データがひ
と目で分か
る

今後CCOPで

実施中のプ
ロジェクトの
成果はすべ
て本システ
ム上で公開
予定
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他の国際プロジェクトとの連携
（http://portal.onegeology.org/）

OneGeology ポ ー タ

ルサイトへのデータ
登録

OneGeologyプロジェクトとの連携

OneGeology:世界各国

の地質調査機関が協
力して進めているウェ
ブによる全世界地質
図提供プロジェクト

国際プロジェク
トOneGeologyへ
データ登録を行
うことで、アジア
地域の世界的
なプレゼンスの
向上を図る

GSiシステム上の20万分の1日本シームレス地質図をWMSにより，OneGeologyサイトで表示

http://portal.onegeology.org/
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他の国際プロジェクトとの連携

KIGAM CCOP Geoscience Data Repository (GDR) Projectとの連携

CCOP GDR: KIGAM
が主体となり進め
ている地質サンプ
ルデータ共有プロ
ジ ェ ク ト (2019-
2028)

2019年10月に

バンコクでキッ
クオフミーティン
グ，11月にチェ
ンマイでGSiと
GDR プロジェク
トの合同WSを
開催．
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他の国際プロジェクトとの連携

IUGS Deep-time Digital Earth (DDE) Projectとの連携

IUGS DDE: 中国のCGS
や大学が中核となり，
IUGSの傘下で進めて
いる 地球科学関連

データ共有ビックプロ
ジェクト (2019-2028).
世界中の約500 人の
研究者が参加．28の

部会やタスクグループ
がある．
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1.国際ワークショップの開催 (2020年, 
Phase II 2021-2025年)

2.データの質と量の充実化 (1000以上の
データ掲載を目指す)

3. CCOPの各種プロジェクトの成果の掲載

4. OneGeology, KIGAM GDR, IUGS DDE
などの他の国際プロジェクトとの連携

5. WebGIS講習会の開催

GSiプロジェクトの今後の予定



23

1. 海外に進出予定の企業等が、現地の地質・鉱
物資源・地下水などの情報を入手して事前の
検討を行う。

2. 現地のハザード関連情報の収集に利用できる。

3. 大学や研究機関での地質関連の研究に役立
てる。

4. ジオパークや教育機関でのアウトリーチ活動
に使える。

GSiに期待されるアウトカムの事例
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GSiプロジェクトのまとめ

1. 地質、地震・火山災害、地質環境、地球物理、
リモートセンシングなど多様な地質情報を一元
的に共有化する世界初のプロジェクト。

2. 各国の地質調査機関が保有する地質情報の
数値化を促進し、国際標準形式でウェブ公開。

3. 各国スタッフの人材育成。これまでに総計200
人以上へ技術講習会を開催。


